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【背景】 

金属と樹脂など異なる材料の接着性は、分子

間力や共有結合などの化学的な結合や、接着面

の粗面化によりできた凹凸に入り固化した樹

脂とのアンカー効果による機械的な結合など

で向上させることができる 1)。このように、接

着性の向上には様々な表面の因子（表面性状）

が複雑に絡み合って発現するため、材料ごとの

最適解を見つけることが重要である。しかし、

多くの先行研究が実施されているが、最適解の

解明には至っていない。そこで我々は、データ

科学の技術を取り入れることで、接着性向上の

最適解の解明に取り組んでいる。 

本発表では、表面粗さに着目し、接着強度へ

及ぼす影響を確認した。 

【方法】 

 金属は銅（C1100）と鉄（SS400）、樹脂はエ

ポキシ樹脂（ビスフェノール A 型）を使った。

金属はサンドブラスト処理で粗面化し、白色干

渉顕微鏡にて表面粗さを測定した。金属とエポ

キシ樹脂は一次、二次硬化を経て接着させ、引

張試験にて接着強度を測定した。 

【結果と考察】 

 表面粗さのうち、凹凸の高さ情報を示す算術

平均高さ（Ra）の値を 0.8 μmと 2.0 μmにする

ため、サンドブラストの処理条件を変えて金属

を粗面化した。Fig.1 に粗面化後の銅の表面の

様相を示す。Ra 値により様相が異なることが

わかる。また、サンドブラストの処理条件を変

えることで表面粗さの制御が可能であること

がわかった。Fig.2に Raと接着強度の関係を示

す。銅の場合、Ra が増大すると接着強度は低

下する傾向を示した。一方、鉄は銅と異なり、

Ra とともに接着強度が増加する傾向を示した。

銅と鉄で異なる傾向を示した理由として、濡れ

性の違いなどが影響していると推察される。 

 

 

Fig.1 Surface profile of roughened copper 

 

 

Fig.2 Relationship between surface roughness (Ra) 

and adhesive strength 
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